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第 4 章では，不対電子型有機半導体である DPPH (α， a' diphenyl-ß-picrylhydrazyl) に関する
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第 6 章では，DPPH をベンゼンに溶解ーしたものに関する実験的考察を行ない，ベンゼン中の DPPH
の濃度が 0.01 molj.e Cベンゼン 1.e 中に DPPH が 0.01 mol 入っていることを表す)以上のとき
に，ホッピング伝導機構が成立する乙とを述べている口
第 7 章は T 線を照射した DPPH-H 単結晶の電気伝導に関する実験的結果を述べている。
DPPH に水素原子を 1 筒化学的に結合させたものが DPPH-H であるが，この結合は他の結合より
も弱く， r 線照射によって蒋易に knock on する乙とができる。このような状態が実現することは
電子磁気共鳴法によって証明された。このとき生ずる不対電子は電気伝導度に寄与することを示し，
放射線照射後の生成不対電子による電気伝導に対する寄与を見出したことを述べている。
γ 線によって生ずる不対電子はポリスチロー jレによって保護される乙とが発見され， DPPH 中に
生じた不対電子および別の過程で消滅してゆく不対電子に関して，ポリスチロー jレによる保護作用を
理論的に導き実験事実を説明できることを述べている。
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第 6 章では， DPPH をベンゼンに溶解したものに関する実験的考察を行ない，ベンゼン中の DPPH
の濃度が 0.01 mol/f 以上のときに，ホッピング伝導機構が成立することを述べている。
第 7 章は T 線を照射した DPPH-H 単結晶の電気伝導に関する実験的結果を述べている。
DPPH に水素原子を 1 筒化学的に結合させたものが DPPH-H であるが，乙の結合は他の結合よ
りも弱く， r 線照射によって容易にノックオンすることができる D このような状態が実現する乙とは
電子磁気共鳴法によって証明された。乙のとき生ずる不対電子は電気伝導度に寄与することを示し，
放射線照射後の生成不対電子の電気伝導i乙対する寄与を見出した乙とを述べている。
T 線によって生ずる不対電子はポリスチロールによって保護される乙とが見出され， DPPH 中に
生じた不対電子および別の過程で消滅してゆく不対電子に関して，ポリスチロールによる保護作用を
理論的に導き実験事実を説明できることを述べている。
第 8 章においてホッピング理論による電気伝導度の計算を行ない，第 4 章以下第 7 章までに得られ
た電気伝導度を理論的に説明している。すなわちホッピング理論による基本的計算式に著者の提唱に
なる不対電子の交換相互作用の測定値等を用いて決定された数値を使用することにより，それぞれの
場合についてかなりよい理論と実験の一致を示している。
第 9 章は本論文の結果の応用につい述てべている。
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不対電子による電気伝導の理論はすべての有機半導体に応用することができる。但し電子磁気共鳴
で交換相互作用の大きさおよび担体濃度を決定する際には，測定装置の都合上測定周波数が約 103 外
以下および約 1011 外以上のものは測定が困難であるため，本理論は定性的傾向を与えるのみであ
る。電荷移動型有機半導体についても本理論を適用して定性的傾向がよく一致することを例を上げて
示している。
その他 T 線の計測および保護に関して応用面が開ける乙とを述べている。
第10章は各章で得た結論をまとめて示したものである。
本論文は有機半導体の電気伝導機構と放射線効果を，電子磁気共鳴法によって研究したものであっ
て，本研究の結果，著者の提案せる不対電子の交換相互作用を取り入れたホッピング理論が多くの有
機半導体の電気伝導機構の説明に有力であることを実験的に明らかにするとともに，放射線効果およ
びその保護作用に関し貴重な資料を与えている。
以上のように本論文は放射線工学に寄与するところが大きく，博士論文として価値あるものと認め
る。
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